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研究要旨： 

目的・背景： 

2006 年厚生労働科学研究赤澤班における全国調査研究の成果として、日本人成人喘息の正

確な有病率・有症率が初めて判明し(IAAI 2010)、成人喘息有症率のここ 20 年の著明な増加傾

向を明らかにした(AI 2011)。また同調査のサブ解析で、日本人では、軽度肥満でも有病率が

有意に増加することを証明した（IAAI 2011）。また花粉症患者では喘息と逆の結果で、肥満、

喫煙者でその有症率が少ないことが判明した（Allergy 2012）。今回、2010 年調査の改良版で、

再調査＝①全国成人喘息の有症率の推移ならびに地域差を明らかにするとともに、今まで国内

で明らかでなかった、②喘息有症率・有症率に影響する環境因子などとの関連を明らかにする

ことを目的とした。 

研究方法：正確かつ有意義な ECRHS を改変追加した質問項目とし、2012 年 1 月下旬に Web

調査により日本人成人における①各都道府県別喘息有症率・有病率を検討した。対象は全国都

道府県県庁所在地住民 6 万 4728 人であり、年齢は 20-44 歳である（予算の関係から、一部は

環境再生保全機構の委託研究谷口班と共同研究）。②各地区の有病率・有症率と地域での喫煙・

ペット飼育率・集合住宅居住率（以上は前研究で有意な因子の可能性あり）などとの関連を検

討した。 

結論： 

【各都道府県別の成人喘息の有症率・有病率】Web 調査により全国 6 万 5 千の一般成人にお

ける喘息有症率有病率調査を行った。有症率の中間値は 13.7％、有病率の中間値は 8.7％で、

2 年前との比較では、両者とも前値との比較で約 10％の増加を示していた。都道府県別では

1.8 倍の開きがあった。 

【喘息危険因子】地域の気象条件や大気汚染などと地域の喘息有病率は関連しなかった。しか

し地域の現喫煙率のみがその地域の喘息有症率・有病率に有意に関連している因子であること

が判明した。この結果は、今後の喫煙率減少や禁煙対策が、日本での成人喘息の発症を予防し、

喘息患者を減らすことに貢献できることを示唆している。 



 
 

 
Ａ．研究目的 

2006 年厚生科学研究赤澤班における全国調

査研究の成果として、日本人成人喘息の正確

な有病率・有症率が初めて判明し (IAAI 

2010)、成人喘息有症率のここ 20 年の著明

な増加傾向を明らかにした(AI 2011)。また

同調査のサブ解析で、日本人では、軽度肥満

でも有病率が有意に増加することを証明し

た（IAAI 2011）。また花粉症患者では喘息

と逆の結果で、肥満、喫煙者でその有症率が

少ないことが判明した（Allergy 2012）。今

回、2010 年調査の改良版で、再調査＝①全

国成人喘息の有症率の推移ならびに地域差

を明らかにするとともに、②喘息有症率・有

症率に影響する環境因子の関連を明らかに

することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

2010 年 1 月の調査を改良し、より的確かつ

有意義な ECRHS を改変追加した質問項目

とし、2012 年 1 月下旬に Web 調査により日

本人成人における各都道府県別喘息有症

率・有病率を検討した。対象は全国都道府県

県庁所在地住民 6 万 4728 人であり、年齢は

20-44 歳である（予算の関係から、一部は環

境保全機構の委託研究谷口班と共同研究）。

②各地区の有病率・有症率と地域での喫煙・

ペット飼育率・集合住宅居住率（以上は前研

究で有意な因子の可能性あり）などとの関連

を検討した。Web 調査方法の詳細は表 1 に

示した。また喘息質問項目は ECRHS 標準質

問とし、喘息有症率、有病率は表２にごとく

とした。 

なお今回用いた Web 調査方法の妥当性、精

度、正確性に関しては前年度までに検証がほ

ぼ終了しており、紙ベース調査とほぼ同等の

成績（ただし有症率が 10－20%多めに結果

が出る）が得られ、かつ回収率が 90%以上

を保つことができ、コスト、時間、労力、精

度のバランスが取れた、現時点で成人喘息の

疫学調査方法として最も優れている方法と

して採択した。 

 

（倫理面への配慮） 

・倫理委員会の審査了解を得るのはもちろん、

十分な倫理的配慮と個人情報の保護に努め

る。 

・患者へは十分な説明をした上で、文書同意

を得る。インターネット調査は、質問開始時

に Web 上で同意を得ており、個人情報は暗

号化され、データ集積の際には、個人情報は

特定できない工夫をしている。 

 

Ｃ．研究結果 

【各都道府県別の成人喘息の有症率・有病率】

2012 年 1 月調査における全国成人喘息有症

率中間値は 13.7％、有病率の中間値は 8.7％

で、都道府県別の地域差は最大1.8倍あった。

また 2010 年（2 年前）調査との相関は、両

者とも良好であり、2 年前との比較では、両

者とも（前値絶対値に対し）10％程度の増加

を示していた。地域別での高頻度県と低頻度

県との差がどうして生じているかが、明らか

な気象条件や人口密度との関連は認めず、そ

の他の因子が関与している可能性が推察さ

れた。 

【地域の環境因子と成人喘息有症率・有病率】

今回の検討では、地域のペット飼育率や集合

住宅居住率は有意な因子として検出されな

かったが、各地区の現喫煙率と喘鳴有症率、

喘息診断有病率と有意に正の相関があり、さ

らに BMI30 以上率も喘鳴率と有意な相関を

認めた（表 3）。またアレルギー性鼻炎率や

NO２大気汚染指標と喘息有症率・有病率は

負の関連を認めた(表 3)。さらにそれらの有

意因子から真の因子を見出すために、喘息有

病率を被説明変数とする重回帰分析を行っ

たところ、現喫煙のみが地域の喘息有病率に



 
 

有意に相関・影響していることが判明した。 

 

Ｄ．考察 

【各都道府県別の成人喘息の有症率・有病率】

2012 年 1 月調査における全国成人喘息有症

率中間値は 13.7％、有病率の中間値は 8.7％

で、都道府県別の地域差は最大1.8倍あった。

また 2010 年（2 年前）調査との相関は、両

者とも良好であり、2 年前との比較では、両

者とも（前値絶対値に対し）10％程度の増加

を示していた。この増加は、従来の我々の藤

枝市疫学調査（AI 2011）での最近 10 年間

で約 2 倍の増加（100%増加）に矛盾しない。

また地域別での高頻度県と低頻度県との差

の要因としては、明らかな気象条件や人口密

度との関連は認めず、その他の因子が関与し

ている可能性が推察された。 

【地域別の成人喘息有症率・有病率に与える

有意因子】今回の検討では、地域のペット飼

育率や集合住宅居住率は有意な因子として

検出されなかったが、各地区の現喫煙率と喘

鳴有症率、喘息診断有病率と有意に正の相関

があり、さらに BMI30 以上率も喘鳴率と有

意な相関を認めた（表３）。さらにそれらの

有意因子から真の因子を見出すために、喘息

有病率を被説明変数とする重回帰分析を行

ったところ、現喫煙のみが地域の喘息有病率

に有意に相関・影響していることが判明した

（表４）。今までにこのような大規模調査は

なく、また今回初めて喫煙が有意な地域の喘

息有病率増加因子であることが証明された。

喫煙は以前から個々の患者では喘息危険因

子であることは多くの報告があるが、地域全

体の有病率と相関することを示した報告は

少なく、国内初でもある。今回の結果は、将

来の喘息発症防止にも禁煙が極めて重要か

つ効果的なことを示す成績といえる。 

 

Ｅ．結論 

【各都道府県別の成人喘息の有症率・有病率】

Web 調査により全国 6 万 5 千の一般成人に

おける喘息有症率有病率調査を行った。有症

率の中間値は 13.7％、有病率の中間値は

8.7％で、2 年前との比較では、両者とも前

値との比較で約 10％の増加を示していた。

都道府県別では 1.8 倍の開きがあった。 

【喘息危険因子】地域の気象条件や大気汚染

などと地域の喘息有病率は関連しなかった。

しかし地域の現喫煙率のみがその地域の喘

息有症率・有病率に有意に関連している因子

であることが判明した。この結果は、今後の

喫煙率減少や禁煙対策が、日本での成人喘息

の発症を予防し、喘息患者を減らすことに貢

献できることを示唆している。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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連するか. 第 25 回日本アレルギー学会

春季臨床大会, 神奈川県, 2013./国内学

会（一般演題） 

29) 南崇史, 福冨友馬, 谷口正実, 中山哲, 

田中昭, 渡井健太郎, 三井千尋, 林浩昭, 
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P-148 多種果物野菜アレルギーにおけ

る component-resolved diagnostics. 第

25 回日本アレルギー学会春季臨床大会, 

神奈川県, 2013./ 国内学会（一般演題） 

30) 柴田夕夏, 福冨友馬, 三井千尋, 谷口正
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剤アレルギーおよびアナフィラキシーの
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呼気一酸化窒素濃度(FeNO)の機種差検

討(オフライン法，NO breath での比較). 

第 9 回バイオマーカー研究会 , 東京 , 

2013. / 国内学会（一般演題） 

32) 南 崇史, 福冨友馬, 谷口正実, 中山 哲, 

齋藤明美, 安枝 浩, 渡井健太郎, 三井千



 
 

尋, 福原正憲, 林 浩昭, 谷本英則, 押方

智也子, 伊藤 潤, 釣木澤尚実, 関谷潔史, 
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よる食物由来PR-10への IgE抗体価測定

は PFAS 患者の食物アレルギー症状の診

断に有用か. 第 63 回日本アレルギー学

会秋季学術大会, 東京都, 2013. / 国内学

会（一般演題） 
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ルギー学会秋季学術大会, 東京都, 2013. 

/ 国内学会（一般演題） 

34) 渡井健太郎, 関谷潔史, 谷口正実, 三井

千尋, 福原正憲, 南 崇史, 林 浩昭, 谷
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実 , 福冨友馬 , 粒来崇博 , 秋山一男 : 
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（pack years）と呼吸機能・気道過敏性

の量反応関係. 第 63 回日本アレルギー

学会秋季学術大会, 東京都, 2013. / 国内

学会（一般演題） 
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本アレルギー学会秋季学術大会, 東京都, 

2013. / 国内学会（一般演題） 

36) 亀崎華子, 伊藤 潤, 粒来崇博, 渡井健太

郎, 福原正憲, 林 浩昭, 南 崇史, 三井

千尋, 谷本英則, 押方智也子, 釣木澤尚

実, 関谷潔史, 福冨友馬, 原田紀宏, 前

田裕二, 森 晶夫, 長谷川眞紀, 熱田 了, 
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アナフィラキシーショックの原因がナウ
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秋季学術大会, 東京都, 2013. / 国内学会

（一般演題） 
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気 NO およびモストグラフを用いた気道

過敏性の予測. 第 63 回日本アレルギー

学会秋季学術大会, 東京都, 2013. / 国内

学会（一般演題） 
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European Academy of Allergy and 

Clinical Immunology & World Allergy 

Organization, World Allergy & 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

１．特許取得  

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし 
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